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Ⅴ
Ｒ
実
習
で
危
険
感
受
性
高
め
る

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
対
策
で
講
習
会

設
備
協

設
立
25
周
年
、さ
ら
な
る
飛
躍
へ

異
業
種
と
の
連
携
へ
賛
助
会
員
制
度
を

管
診
協

総

会

　

管
路
診
断
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
協
会
（
会
長
＝
山
﨑
義

広
・
三
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

社
長
）
は
10
月
28
日
、
都
内

で
第
14
回
社
員
総
会
を
開
い

た
。
新
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
２
０

２
０
に
基
づ
き
、
会
員
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
管
路
診
断
技

術
の
進
化
へ
の
貢
献
、
異
業

種
・
産
学
と
の
連
携
を
活
動

の
基
本
方
針
と
す
る
２
０
２

３
年
度
事
業
計
画
や
予
算
を

決
め
た
。
ま
た
、
異
業
種
協

会
と
の
連
携
を
進
め
、
技
術

の
深
掘
り
を
図
っ
て
い
く
た

め
に
必
要
な
賛
助
会
員
制
度

を
設
け
る
た
め
の
定
款
変
更

を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
山
﨑
会
長
は
「
当

協
会
は
設
立
か
ら
今
期
で
25

周
年
目
と
な
っ
た
。
設
立
時

は
34
社
で
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
現
在
は
83
社
と
な
っ

た
」と
紹
介
。
つ
づ
け
て「
こ

れ
ま
で
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
歩
掛
を
作
成

し
た
ほ
か
、
技
術
講
習
会
、

研
修
会
を
継
続
的
に
行
っ
て

き
た
。
２
０
２
０
年
度
か
ら

は
日
本
下
水
道
新
技
術
機
構

と
『
分
流
式
下
水
道
に
お
け

る
雨
天
時
浸
入
水
の
調
査
技

術
に
関
す
る
共
同
研
究
』
に

取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
一
昨

年
に
は
管
路
や
マ
ン
ホ
ー
ル

を
迅
速
・
安
全
・
高
精
度
に

点
検
調
査
で
き
る
『
管
診

鏡
』
の
販
売
代
理
店
と
な
っ

て
い
る
が
、
非
常
に
好
評
で

下
水
道
管
理
者
や
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
活
用
さ
れ
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　

２
０
２
３
年
度
事
業
で

は
、
地
域
内
の
技
術
交
流
を

目
的
と
し
た
ミ
ニ
講
習
会
を

集
合
形
式
で
開
催
す
る
ほ

か
、
技
術
講
習
会
（
技
術

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
）
を
来
年

６
、
７
月
に
開
催
す
る
。
ま

た
、
改
築
・
修
繕
技
術
評
価
・

研
究
分
科
会
や
管
路
構
造
耐

久
性
評
価
研
究
分
科
会
、
管

路
診
断
シ
ス
テ
ム
構
築
・
研

究
分
科
会
、
管
診
鏡
活
用
研

究
会
の
活
動
を
継
続
的
に
進

め
、
技
術
成
果
が
ま
と
ま
り

次
第
、
技
術
冊
子
と
し
て
発

刊
し
て
い
く
。
さ
ら
に
下
水

道
管
路
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
関
す
る
実
務
書
の

作
成
に
向
け
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
展
開
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
下
水
道
機
構
と
の

「
分
流
式
下
水
道
に
お
け
る

雨
天
時
浸
入
水
の
調
査
技
術

に
関
す
る
共
同
研
究
」
は
、

昨
年
度
の
現
場
で
の
実
証
検

証
を
踏
ま
え
、
共
同
研
究
成

果
の
と
り
ま
と
め
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
下

水
道
機
構
と
新
た
な
テ
ー
マ

で
共
同
研
究
を
実
施
し
て
い

き
た
い
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、表
彰
式
を
開
催
し
、

技
術
委
員
を
９
年
間
務
め
た

富
髙髙
彰
一
・
冨
洋
設
計
社
長

に
山
﨑
会
長
が
表
彰
状
を
手

渡
し
た
。

　

議
事
終
了
後
は
、
設
立
25

周
年
記
念
特
別
講
演
を
行

い
、
国
土
交
通
省
下
水
道
部

の
石
井
宏
幸
・
下
水
道
事
業

課
長
が
「
下
水
道
事
業
の
最

近
の
動
向
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
た
。
来
年
度
予
算
概
算

要
求
や
下
水
道
事
業
の
持
続

性
向
上
の
た
め
の
取
り
組

み
、
下
水
道
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ

の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
た
ほ
か
、
最
近
の
話
題
と

し
て
脱
炭
素
化
や
下
水
汚
泥

資
源
の
肥
料
利
用
の
促
進
、

水
道
整
備
・
管
理
行
政
の
国

交
省
へ
の
移
管
を
踏
ま
え
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
提

供
し
た
。

石井課長 山﨑会長

　

東
京
下
水
道
設
備
協
会
は

10
月
14
日
、
安
全
管
理
講
習

会
を
都
内
で
開
い
た
。
公
開

さ
れ
た
講
演
会
で
は
、
労
働

安
全
衛
生
総
合
研
究
所
の
高

木
元
也
・
安
全
研
究
領
域
特

任
研
究
員
が
「
こ
れ
か
ら
の

建
設
現
場
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
対
策
～
危
険
感
受
性
の

向
上
、
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド

リ
ー
な
現
場
を
つ
く
る
～
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
。
会
員
を

対
象
に
し
た
Ｖ
Ｒ
危
険
体
感

実
習
で
は
、
明
電
舎
が
開
発

し
た
「
Ｖ
Ｒ
安
全
体
感
教
育

コ
ン
テ
ン
ツ
」
で
労
働
災
害

を
疑
似
体
験
し
、
危
険
に
対

ＶＲを使った危険体感実習

す
る
感
受
性
を
高
め
た
。

　

高
木
研
究
員
は
、「
昔
は

『
事
故
と
弁
当
は
手
前
持
ち
』

と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
人
間

の
特
性
は
変
え
ら
れ
な
い
以

上
、
人
間
が
設
計
や
環
境
や

計
画
に
合
わ
せ
て
働
く
の
で

は
な
く
、
設
計
や
環
境
、
計

画
を
働
く
人
間
の
特
性
に
合

わ
せ
る
必
要
が
あ
る
」
と
指

摘
し
、
不
注
意
や
危
険
軽
視

な
ど
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

の
原
因
と
な
る
人
間
の
特
性

や
、
労
働
災
害
に
つ
な
が
り

や
す
い
人
間
の
特
性
に
つ
い

て
、
ま
ず
は
管
理
者
が
理
解

し
、
次
に
作
業
者
に
理
解
を

求
め
る
こ
と
が
、
対
策
の
第

一
歩
で
あ
る
と
し
た
。

　

過
去
50
年
の
建
設
労
働
災

害
の
発
生
状
況
の
推
移
を
見

る
と
、
労
働
安
全
衛
生
法
に

よ
る
規
制
の
強
化
や
、
安
全

性
能
が
向
上
し
た
機
械
・
設

備
、
工
具
な
ど
が
普
及
し
た

こ
と
、
ま
た
、
元
請
け
業
者

の
主
導
に
よ
る
自
主
的
な
安

全
活
動
が
定
着
し
た
こ
と
に

よ
り
、
死
傷
者
数
・
死
亡
者

数
と
も
に
大
幅
に
減
少
し
て

き
た
が
、
最
近
10
年
間
は
、

下
げ
止
ま
り
の
傾
向
が
見
ら

れ
る
。

　

高
木
研
究
員
は
、
最
近
増

加
し
て
い
る
労
働
災
害
に
つ

い
て
、「
日
常
の
危
険
が
少

な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

特
に
経
験
の
少
な
い
若
者
に

お
い
て
『
危
険
感
受
性
』
の

低
下
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
高
年
齢
労
働

者
に
お
い
て
は
、
加
齢
に
伴

う
心
身
機
能
の
低
下
に
個
人

差
が
大
き
く
、
客
観
的
な
認

識
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
」

を
要
因
に
挙
げ
た
。　

　

厚
生
労
働
省
の
「
高
年
齢

労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
）」
で
は
、
事

業
者
に
対
し
、
個
人
の
健
康

や
体
力
の
状
況
を
把
握
し
、

勤
務
形
態
や
作
業
時
間
の
調

整
を
行
う
こ
と
、
ま
た
、
安

全
衛
生
教
育
や
危
険
体
感
教

育
の
活
用
な
ど
の
対
策
を
求

め
て
い
る
。

　

実
習
で
は
、
ヘ
ッ
ド
マ
ウ

ン
ト
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
装
着

し
、
Ｖ
Ｒ
動
画
を
見
な
が
ら

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
操
作
す

る
体
感
装
置
で
、
掘
削
溝
内

で
の
土
砂
崩
壊
な
ど
を
疑
似

体
験
し
た
。
動
画
は
、
製
造

や
建
設
の
現
場
で
実
際
に
起

き
た
事
故
な
ど
を
再
現
し
た

も
の
で
、
事
故
を
体
感
し
な

が
ら
、
同
時
に
危
険
要
素
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
コ

ン
テ
ン
ツ
は
順
次
追
加
さ
れ

て
お
り
、「
感
電
」「
転
倒
」

「
衝
突
」
な
ど
、
現
在
30
種

類
が
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
る
。

広域モニタリングシステムを発売
横河電機

水位測定や水質監視など用途に

　

横
河
電
機
は
、
直
感
的
な

操
作
が
可
能
な
「
広
域
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
を
開

発
し
、
販
売
を
開
始
し
た
。

　

同
シ
ス
テ
ム
は
、
広
域
に

点
在
す
る
多
数
の
セ
ン
サ
ー

や
集
中
管
理
さ
れ
た
デ
ー
タ

を
、
携
帯
電
話
網
等
を
経
由

高木研究員

し
、
同
社
の
産

業
用
ク
ラ
ウ

ド
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
上
で

一
元
管
理
す
る

も

の
。

ユ

ー

ザ
ー
調
査
を
も

と
に
直
感
的
に

使
え
る
グ
ラ

フ
ィ
カ
ル
ユ
ー

ザ
ー
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ー
ス
と
シ

ン
プ
ル
な
操
作

を
実
現
し
た
ほ

か
、
ク
ラ
ウ
ド

の
サ
ブ
ス
ク
リ

プ
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
に
よ
り
初

期
コ
ス
ト
を
抑

え
て
導
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
今
後
、
Ａ
Ｉ
解
析
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
も
追
加
す
る
予

定
だ
と
い
う
。

広域モニタリングシステムのイメージ

　

上
下
水
道
関
連
の
用
途
と

し
て
は
、
雨
水
な
ど
の
水
位

計
測
や
工
場
の
排
水
の
水
質

監
視
、
増
水
時
の
河
川
へ
の

放
出
経
路
等
の
監
視
、
点
在

し
て
い
る
水
源
の
監
視
、
水

源
周
り
の
工
事
時
の
一
時
的

な
水
位
計
測
な
ど
の
遠
隔
監

視
が
想
定
さ
れ
る
。

　

同
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
計
器
の
現
場

で
の
確
認
な
ど
移
動
を
伴
う

作
業
の
効
率
化
、
大
雨
な
ど

の
災
害
時
に
お
け
る
遠
隔
か

ら
設
備
の
状
況
把
握
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

　

特
長
と
し
て
は
、
ク
ラ
ウ

ド
と
連
携
で
き
る
ソ
フ
ト
や

機
器
を
準
備
し
て
お
り
、
多

種
多
様
な
デ
ー
タ
の
取
得
に

対
応
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
ク
ラ
ウ
ド
と
連
携
で

き
る
デ
ー
タ
ロ
ギ
ン
グ
ソ
フ

ト
は
、
利
用
者
側
の
事
前
設

定
を
シ
ン
プ
ル
な
操
作
で
済

む
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。
ま

た
、
同
社
の
複
数
種
の
セ
ン

シ
ン
グ
を
長
期
的
に
行
う
環

境
を
提
供
す
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
向
け

無
線
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
「
ス

シ
セ
ン
サ
ー
」
や
既
存
の
伝

送
器
等
の
各
種
フ
ィ
ー
ル
ド

機
器
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
だ
け
で
な

く
、
他
社
製
品
も
接
続
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
設
備

管
理
、
水
質
管
理
、
防
災
管

理
な
ど
、
幅
広
い
用
途
で
活

用
で
き
る
。

　

ク
ラ
ウ
ド
立
ち
上
げ
初
期

費
用
は
29
万
円
で
、
利
用
料

は
50
デ
ー
タ
・
計
測
間
隔
60

分
以
上
が
１
万
円
／
月
か

ら
、
50
デ
ー
タ
・
計
測
間
隔

５
分
以
上
が
２
万
円
／
月
か

ら
と
な
る
。
こ
れ
に
加
え
、

初
期
費
用
と
し
て
別
途
、
設

置
費
用
と
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
費
用
な
ど
が
か
か
る
。

不
明
水
対
策
テ
ー
マ
に
技
術
講
習
会

手
引
き
解
説
や
調
査
技
術
の
紹
介
も

水
コ
ン
協

関
東
支
部

　

全
国
上
下
水
道
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
は
こ
の
ほ
ど
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
今
年
度
第
３

回
関
東
支
部
技
術
講
習
会

（
不
明
水
対
策
講
習
会
）
を

開
い
た
。
会
員
や
自
治
体
の

職
員
な
ど
、
３
２
０
人
が
参

加
。
講
師
の
藤
原
靖
明
・
関

東
支
部
技
術
委
員
会
副
委
員

長
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
設
計
）
が

今
年
７
月
に
協
会
が
発
刊
し

た
「
不
明
水
対
策
の
手
引
き

（
２
０
２
２
改
訂
版
）」
の
ポ

イ
ン
ト
を
解
説
し
た
。
ま

た
、
不
明
水
調
査
で
活
躍
す

る
最
新
の
流
量
・
水
位
計
測

技
術
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　

不
明
水
は
、
分
流
式
下
水

道
の
汚
水
管
に
何
ら
か
の
原

因
で
流
入
す
る
雨
水
や
地
下

水
。
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
穴

や
汚
水
管
へ
の
誤
接
合
な
ど

に
よ
り
直
接
浸
入
す
る
雨
水

を
「
直
接
浸
入
水
」、
地
下

水
の
う
ち
、
雨
天
時
の
地
下

水
位
上
昇
な
ど
に
よ
る
も
の

を
「
雨
天
時
浸
入
（
地
下
）

Ｍ
Ｂ
Ｒ
目
詰
ま
り
制
御
な
ど
説
明

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
講
演
や
サ
ロ
ン

神
戸
大
先
端
膜

工
学
研
究
機
構

　

産
学
連
携
で
膜
工
学
の
先

端
研
究
な
ど
を
推
進
し
て
い

る
神
戸
大
学
先
端
膜
工
学
研

究
推
進
機
構
は
こ
の
ほ
ど
、

膜
工
学
秋
季
講
演
会
・
膜
工

学
サ
ロ
ン
を
対
面
式
と
オ
ン

ラ
イ
ン
ラ
イ
ブ
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
で
開
催
し
た
。
講
演

会
は
産
官
学
の
４
題
、
サ
ロ

ン
は
水
処
理
な
ど
11
グ
ル
ー

プ
で
討
論
な
ど
が
行
わ
れ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
は
約
１
１
０
人

が
聴
講
し
た
。

　

講
演
会
で
は
本
多
了
・
金

沢
大
学
理
工
研
究
地
域
地
球

社
会
基
盤
学
系
教
授
が
「
微

生
物
代
謝
に
着
目
し
た
Ｍ
Ｂ

Ｒ
バ
イ
オ
フ
ァ
ウ
リ
ン
グ
の

機
構
解
明
と
そ
の
制
御
」
と

題
し
て
講
演
。
Ｍ
Ｂ
Ｒ
（
膜

分
離
活
性
汚
泥
法
）
で
は
、

汚
泥
微
生
物
が
産
生
す
る
バ

イ
オ
ポ
リ
マ
ー
（
細
胞
外
高

分
子
物
質
）
が
目
詰
ま
り
な

ど
の
主
な
原
因
と
し
、
生
理

活
性
物
質
の
バ
ニ
リ
ン
を
用

い
た
制
御
の
実
験
を
行
っ
た

結
果
、
目
詰
ま
り
な
ど
の
抑

制
が
確
認
で
き
た
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
下
水
中
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
除
去
性
能

も
紹
介
し
、
Ｍ
Ｂ
Ｒ
処
理
水

中
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

遺
伝
子
濃
度
は
、
他
の
処
理

方
式
よ
り
安
定
し
て
低
か
っ

た
と
ま
と
め
た
。

　

サ
ロ
ン
で
は
水
処
理
グ

ル
ー
プ
の
Ｄ
Ｄ
Ｐ
ス
ペ
シ
ャ

ル
テ
ィ
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
・
ジ
ャ

パ
ン
が
「
膜
通
気
式
生
物
膜

法
（
Ｍ
Ａ
Ｂ
Ｒ
）
の
紹
介
事

例
～
膜
で
酸
素
を
分
解
供
給

す
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
酸

素
供
給
法
～
」、
信
州
大
学

が
「
陽
電
子
消
滅
寿
命
測
定

装
置
を
用
い
た
水
処
理
膜
の

評
価
」、
先
進
膜
材
料
・
膜

プ
ロ
セ
ス
グ
ル
ー
プ
の
東
洋

紡
が
「
高
分
子
吸
着
を
応
用

し
た
Ｒ
Ｏ
膜
開
発
事
例
の
紹

介
」
と
題
し
、
そ
れ
ぞ
れ
講

演
や
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ

れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
量
と
陽
性
者
の
相
関
確
認

東
京
五
輪
選
手
村
で
下
水
疫
学
調
査

北
島
北
大
准
教
授
ら

の
研
究
グ
ル
ー
プ

　

北
島
正
章
・
北
海
道
大
学

大
学
院
工
学
研
究
院
准
教
授

と
村
上
道
夫
・
大
阪
大
学
感

染
症
総
合
教
育
研
究
拠
点
特

任
教
授
、
片
山
浩
之
・
東
京

大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

教
授
、
井
元
清
哉
・
同
大
学

医
科
学
研
究
所
教
授
ら
の
研

究
グ
ル
ー
プ
は
、
塩
野
義
製

薬
と
共
同
で
、
昨
年
開
催
さ

れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
お

よ
び
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選

手
村
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
「
下
水

疫
学
調
査
」
を
実
施
し
、
下

水
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
量
と
陽
性
者
数

に
正
の
相
関
が
あ
る
こ
と

や
、
下
水
中
の
ウ
イ
ル
ス
Ｒ

Ｎ
Ａ
量
の
増
加
は
個
人
検
査

に
よ
る
陽
性
者
の
発
見
よ
り

２
日
間
先
行
し
て
い
た
こ
と

を
確
認
し
た
。

　

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
昨
年

７
月
14
日
か
ら
９
月
８
日
に

か
け
て
、
選
手
村
か
ら
下
水

を
採
取
し
、
北
海
道
大
学
と

塩
野
義
製
薬
が
共
同
開
発
し

た
高
感
度
検
出
技
術
で
あ
る

「
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
法
」
を

用
い
て
、
下
水
中
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
Ｒ
Ｎ
Ａ
量
を

測
定
し
た
。
調
査
結
果
は
、

市
中
感
染
の
状
況
等
の
他
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
標
と
併
せ

て
総
合
的
に
勘
案
さ
れ
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
に
さ

ら
な
る
感
染
防
止
対
策
を
実

施
す
る
等
の
判
断
材
料
の
一

部
と
し
て
活
用
さ
れ
、
選
手

村
内
に
お
け
る
ク
ラ
ス
タ
ー

の
発
生
防
止
に
つ
い
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
と
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
研
究
グ
ル
ー
プ
で

は
、
今
回
の
研
究
成
果
に
つ

い
て
、
毎
日
全
員
が
個
人
検

査
を
受
け
る
集
団
に
対
す
る

下
水
疫
学
調
査
の
有
用
性
を

示
す
も
の
で
あ
り
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
社
会
の
大
規
模
集
合

イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
感
染
対

策
の
一
環
と
し
て
、
下
水
疫

学
調
査
の
活
用
が
期
待
さ
れ

る
と
し
て
い
る
。
研
究
成
果

は
米
国
医
師
会
雑
誌
Ｊ
Ａ
Ｍ

Ａ
の
姉
妹
誌
「
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
オ
ー
プ

ン
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン
版
に
掲

載
さ
れ
た
。

水
」、
そ
れ
以
外
を
「
常
時

浸
入
（
地
下
）
水
」
と
呼
ん

で
い
る
。

　

手
引
き
は
、「
対
策
の
基

本
的
な
考
え
方
」
と
「
不
明

水
量
の
考
え
方
」、
雨
天
時

浸
入
水
と
常
時
浸
入
水
の
発

生
源
や
水
量
を
把
握
す
る
た

め
の
「
不
明
水
調
査
」、
各

論
と
し
て
、
短
期
（
５
～
７

年
）
対
策
と
し
て
の
「
運
転

管
理
と
施
設
対
策
」、
長
期

（
20
～
30
年
）
対
策
と
し
て

の
「
発
生
源
対
策
」、「
そ
の

他
不
明
水
対
策
」、
対
策
実

施
後
の
「
評
価
・
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
」
の
各
章
で
構
成
。
巻

末
に
は
、
対
策
や
事
後
評
価

の
事
例
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

技
術
紹
介
で
は
、
下
水
道

調
査
を
専
門
と
す
る
ペ
ン
タ

フ
が
開
発
し
た
ウ
ェ
ブ
監
視

シ
ス
テ
ム
「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｇ
Ｈ
Ｎ

Ｅ
Ｔ
」
や
圧
力
チ
ッ
プ
（
水

位
計
）
を
用
い
た
雨
天
時
浸

入
水
調
査
技
術
を
紹
介
。
主

要
幹
線
の
末
端
部
を
ウ
ェ
ブ

監
視
シ
ス
テ
ム
で
流
量
調
査

し
、
枝
線
を
圧
力
チ
ッ
プ
に

よ
り
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る

こ
と
で
、
現
状
把
握
の
計
測

を
効
率
よ
く
行
う
こ
と
が
で

き
、
早
い
段
階
で
詳
細
調
査

や
発
生
源
対
策
が
可
能
に
な

る
。

　

下
水
道
管
路
内
の
流
量
調

査
な
ど
を
行
う
シ
ュ
ア
・
テ

ク
ノ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

は
、「
画
像
・
水
位
変
換
シ

ス
テ
ム
」
を
使
用
し
た
不
明

水
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
調
査

技
術
を
紹
介
し
た
。
上
流
管

き
ょ
内
に
「
リ
ン
グ
状
指

標
」、
人
孔
部
に
イ
ン
タ
ー

バ
ル
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
撮

影
し
た
画
像
の
水
位
が
指
標

の
ど
の
部
分
に
達
し
て
い
る

か
を
表
示
す
る
。
ま
た
、
水

面
の
状
態
か
ら
、
上
流
か
ら

の
水
位
上
昇
か
、
ま
た
は
下

流
か
ら
の
背
水
現
象
か
を
判

別
で
き
る
。

　

水
質
環
境
機
器
な
ど
の
専

門
商
社
で
あ
る
日
科
機
バ
イ

オ
ス
は
、
新
型
流
量
計
「
Ｄ

ｕ
ｒ
ａ
Ｔ
ｒ
ａ
ｃ
ｋ
ｅ
ｒ
」

を
紹
介
。
現
場
に
合
わ
せ

て
、
計
測
セ
ン
サ
ー
を
超
音

波
セ
ン
サ
ー
、
断
面
流
速
セ

ン
サ
ー
、
非
接
触
レ
ー
ザ
ー

フ
ロ
ー
セ
ン
サ
ー
か
ら
選
択

で
き
、
内
蔵
メ
モ
リ
ー
や

バ
ッ
テ
リ
ー
を
大
容
量
化
し

た
。

黒部市下水道での実績紹介
水ｉｎｇエンジ

国際バイオマス展に参加
井原氏

　

水
ｉ
ｎ
ｇ
の
グ
ル
ー
プ
企

業
で
あ
る
水
ｉ
ｎ
ｇ
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
は
さ
き
ご
ろ
、

幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た

「
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｗ

ｅ
ｅ
ｋ　

国
際
バ
イ
オ
マ
ス

展
」
に
参
加
し
た
。
中
小
型

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
導
入
セ
ミ

ナ
ー
で
「
水
ｉ
ｎ
ｇ
の
メ
タ

ン
発
酵
技
術
の
紹
介
」
と
題

し
、
黒
部
市
下
水
道
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
施

設
に
お
け
る
実
績
と
バ
イ
オ

ガ
ス
発
電
設
備
の
導
入
事
例

に
つ
い
て
、
同
社
バ
イ
オ
マ

ス
営
業
部
の
井
原
嵩
哉
氏
が

講
演
し
た
ほ
か
、
バ
イ
オ
マ

ス
産
業
都
市
推
進
協
議
会
の

ブ
ー
ス
内
に
パ
ネ
ル
を
展
示

し
た
。

　

井
原
氏
は
、
水
ｉ
ｎ
ｇ
グ

ル
ー
プ
に
お
け
る
固
定
価
格

買
取
制
度
を
活
用
し
た
消
化

ガ
ス
発
電
事
業
の
取
り
組
み

や
保
有
し
て
い
る
メ
タ
ン
発

酵
技
術
の
概
要
な
ど
を
紹
介

し
、
具
体
的
な
事
例
と
し
て

水
ｉ
ｎ
ｇ
グ
ル
ー
プ
が
参
画

し
て
い
る
黒
部
市
下
水
道
バ

イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
利

活
用
事
業
に

つ
い
て
解
説

し
た
。
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
と
し

て
実
施
さ
れ

て
い
る
同
事

業
は
、
下
水

汚
泥
と
地
域

食
品
残
渣
を

バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
利
活

用
し
、
乾
燥

汚
泥
の
燃
料
化
や
発
電
を
行

う
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
化
石
燃
料
を
使
わ
ず
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
と
資
源
化

を
実
現
し
た
。

　

ま
た
、
水
ｉ
ｎ
ｇ
グ
ル
ー

プ
の
強
み
と
し
て
▽
産
業
廃

棄
物
業
者
、
食
品
製
造
業
者

な
ど
の
民
間
企
業
を
中
心

に
、
多
種
多
様
な
原
料
で
の

メ
タ
ン
発
酵
施
設
の
施
工
実

績
を
持
つ
▽
調
査
段
階
か
ら

設
計
・
調
達
・
建
設
、
稼
働

後
の
運
転
維
持
管
理
ま
で
一

貫
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
▽
上
水
道
・
下

水
道
・
し
尿
処
理
施
設
で
の

実
績
を
活
か
し
た
臭
気
対

策
・
排
水
処
理
を
提
供
▽
定

期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
充
実

―
を
挙
げ
た
。

水ｉｎｇグループの強みなど説明

　

総
合
建
設
機
械
レ
ン
タ
ル

の
ア
ク
テ
ィ
オ
は
、
建
設
現

場
で
人
命
を
守
る
た
め
の
安

全
教
育
シ
ス
テ
ム
「
イ
ン
フ

ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
点
検

Ｖ
Ｒ
」
を
新
開
発
し
、
10
月

25
日
か
ら
レ
ン
タ
ル
を
開
始

し
た
。
西
日
本
高
速
道
路
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
九
州
と
共

同
開
発
し
た
も
の
で
、
２
０

２
１
年
９
月
に
開
発
し
た
高

速
道
路
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
作
業
点
検
Ｖ
Ｒ
に
続
く

製
品
と
な
る
。

　

今
回
開
発
し
た
Ｖ
Ｒ
シ
ス

テ
ム
は
、
高
画
質
５
Ｋ
解
像

度
の
ス
ー
パ
ー
リ
ア
ル
映
像

で
、
危
険
を
安
全
に
リ
ア
ル

に
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作

業
の
点
検
に
特
化
し
た
シ
ス

テ
ム
と
な
る
。

　

事
故
体
験
シ
ナ
リ
オ
は
、

墜
落
編
と
し
て
「
は
し
ご
作

業
」
と
「
情
報
板
作
業
」、

感
電
編
と
し
て
「
ポ
ン
プ
取

換
」、
接
触
編
と
し
て
「
車

両
後
退
」
の
４
つ
の
Ｖ
Ｒ
映

像
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い

る
。

　

具
体
的
な
内
容
は
、「
は

し
ご
作
業
」
が
電
気
室
の
ダ

ク
ト
の
確
認
作
業
に
お
い

て
、
は
し
ご
を
固
定
せ
ず
安

全
確
認
を
怠
り
、
は
し
ご
か

ら
墜
落
。「
情
報
板
作
業
」

は
、
情
報
板
の
点
検
作
業
中

に
安
全
帯
を
つ
け
ず
、
強
風

に
煽
ら
れ
墜
落
す
る
。「
ポ

ン

プ

取

換
」
は
、

常
設
型
ポ

ン
プ
の
取

り
換
え
作

業
で
、
検

電
確
認
を

せ
ず
、
取

り
換
え
る

ポ
ン
プ
を

誤
り
感
電

事
故
が
発

生
す
る
。

「
車
両
後

退
」
は
、

業
務
終
了

後
の
駐
車
場
に
お
い
て
誘
導

員
を
配
置
せ
ず
、
車
両
後
退

し
て
接
触
事
故
を
引
き
起
こ

す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

ポンプの取り換え作業で感電するシナリオ

メ
ン
テ
作
業
点
検
Ｖ
Ｒ
を
開
発

現
場
の
〝
危
険
〟を
リ
ア
ル
に
体
感

ア
ク
テ
ィ
オ

ＶＲ機器の構成


